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　小諸市教育委員会は、子どもたちの資質・能力を育てるため、また、そのための「より
望ましい学校の姿」を目指して次のとおり学校再編を進めていくことを決定しました。

小諸市学校再編計画小諸市学校再編計画をを
           策定しました           策定しました

子どもたちの未来のために

問　学校教育課　教育総務係

小
諸
市
が
目
指
す

小
中
一
貫
教
育
制
度

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
技
術
革

新
等
に
よ
り
社
会
が
急
速
に
変

化
し
て
い
る
中
、
今
の
子
ど
も
た
ち
が

働
く
こ
ろ
に
は
、
定
年
70
歳
時
代
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

時
代
に
あ
っ
て
学
校
教
育
に
は
、
子
ど

も
た
ち
に
50
年
間
働
く
礎
と
な
る
資

質
・
能
力
（「
認
知
的
能
力
」「
非
認
知

的
能
力
」「
言
語
能
力
」）
を
育
て
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
は
連
続
の
中
に

あ
る
た
め
、
小
中
学
校
の
先
生
が
「
児

童
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
育
つ
こ
と
を
目

指
す
か
」
と
い
う
目
標
と
指
導
方
針
を

共
有
し
、
教
師
集
団
と
し
て
き
め
細
か

く
育
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
同
学
年
だ
け
で
は
な
く
異
学
年

の
子
ど
も
同
士
の
交
流
や
、
地
域
・
保

護
者
と
い
っ
た
異
世
代
の
交
流
の
中
で

も
子
ど
も
た
ち
の
資
質
・
能
力
が
育
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
小
諸
市

で
は
、
小
中
学
校
９
年
間
を
通
し
て
連

続
的
・
系
統
的
に
指
導
す
る
「
小
中
一

貫
教
育
制
度
」
が
必
要
な
教
育
シ
ス
テ

ム
と
捉
え
、
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

１ 教育の方針　
令和 10 年度の芦原中学校区統合小学校の
開校を待つことなく、子どもたちの資質・
能力を育てるために小諸市全体で小中一
貫教育を推進し取り組む。
学園制、義務教育学校の導入に向け検討
を進める。
子 ど も の 育 ち を 考 慮 し、6-3 制 だ け で は
な く 4-3-2 制、5-4 制 の 導 入 等 に つ い て
も検討する。
学校の地域拠点機能について検討する。

・

・

・

・

２ 芦原中学校区の再編
芦原中学校区の統合小学校（水明小学校、坂の上
小学校、千曲小学校）は、令和 10 年度の開校を目
指し芦原中学校敷地に併設する。
検討事項については、開校までに解決に向けて段
階的に取り組んでいく。

・

・

３ 小諸東中学校区の再編
小諸東中学校区の再編については、芦原中学校区の再
編後に実施する。ただし、児童生徒数の推移等につい
て 継 続 的 な 把 握 に 努 め、 再 編 の た め の 準 備 を 進 め る。
また、大規模改修、必要な維持補修工事を継続実施する。

・

計画の３つの骨子

▶ H28 年からの取組状況及び小諸市学校再編  
　計画の全文は HP でご確認ください。

学校再編基本構想策定後の取組経過
R4/6 小諸市学校再編基本構想策定
R4/9 ～ R5/3 小諸市学校再編計画検討懇話会
R5/1 ～ R5/2 中間説明会（市内 6 小学校）
R5/5 現地見学会・説明会

小諸市学校再編計画（案）決定
R5/6 ～ R5/7 パブリックコメント、市民説明会
R5/7 小諸市学校再編計画策定

児童生徒数の将来推計

2022 年

さらに 38% 減少

6,000

児童生徒数ピーク

現在より 21% 減少
ピーク時の
50%
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　2022 年まで：実数（特別支援学級含む）
　2023 年から：将来推計
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““ 子子どもたちが学び、どもたちが学び、成成長するために ”長するために ”

芦原中 小諸東中

市
内
の
小
学
校
の
建
物
の
多
く
は
、

建
築
後
40
年
以
上
が
経
過
し
、
老

朽
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

的
に
進
む
少
子
高
齢
化
は
小
諸
市
も
同
様

で
あ
り
、
児
童
生
徒
数
の
将
来
推
計
か

ら
、
１
学
年
１
学
級
（
単
学
級
）
の
小
学

校
が
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
様
な
状
況
に
お
い
て
、
前
述
し

た
小
諸
市
の
目
指
す
教
育
を
実
現
す
る

た
め
の
「
よ
り
望
ま
し
い
学
校
の
姿
」

に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
き
た
結
果
、

学
校
再
編
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

な
ぜ
学
校
再
編
が
必

要
な
の
か

に
関
わ
る
基
本
計
画
等
の
業
務
委
託
事

業
者
を
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
今
年
度
内

に
選
定
す
る
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

委
託
事
業
者
決
定
後
は
、
基
本
計
画
・

設
計
等
に
１
～
２
年
、
建
設
に
約
２
年

の
期
間
を
見
込
ん
で
お
り
、
令
和
10
年

度
の
開
校
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。な
お
、基
本
計
画
・
設
計
に
は
、

学
校
関
係
者
を
は
じ
め
多
く
の
方
の
ご

意
見
を
お
聞
き
す
る
場
を
設
け
ま
す
。

芦
原
中
学
校
区
か
ら

進
め
る
理
由

小
諸
市
の
児
童
生
徒
数
の
将
来
推
計

に
よ
る
と
、
小
諸
東
中
学
校
区
に

比
べ
芦
原
中
学
校
区
の
減
少
が
は
や
く

進
み
ま
す
。
そ
の
た
め
芦
原
中
学
校
区

の
３
小
学
校
は
、
単
学
級
と
な
る
タ
イ

ミ
ン
グ
が
は
や
く
な
る
た
め
、
先
行
し

て
再
編
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

再
編
を
先
行
し
て
実
施
す
る
芦
原

中
学
校
区
に
つ
い
て
は
、
新
校

統
合
小
学
校
の
進
め

方
に
つ
い
て

　小諸市が進める学校再編計画に
　　　　一層のご理解ご協力をお願いします　　　　     

小諸市教育長  山下千鶴子

　本市の学校再編については平成 28 年から検討を本格化し、この度、学校再
編計画として策定しました。これまで各学校区にお住いの皆様には、子どもた
ちを、学校を、先生方を本当に大事にしていただきました。先行して再編する
芦原中学校区においては、皆様の地域の学校に寄せる熱い思いを決して忘れる
ことなく新校づくりに邁進して参ります。
　子どもは、環境と指導の長期的、連続的な影響を受けて成長します。学級・

学年を超えて、学校・地域・家庭という多様な集団の中で、ま
た１年間だけで育つものでなく、失敗を経ながら、その克服の
中で自立に向けた資質・能力を獲得していきます。どうぞ、子
どもたちの成長を応援してください。そのための学校づくりに
力をお貸しください。


